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1． 序論 
今日の社会問題として，子どもの数が減少して

いるにもかかわらず，不登校児が増え続けている
ことが挙げられている．これらの問題は，小学校
の時代に積み上げられた親子関係や仲間関係など
についての問題が，中学生という環境変化や発達
の節目を迎えて表面化したと考えられる（小石ら，
1995）．このことから，児童期より親子関係をよ
り良い関係へと構築することが重要であると考え
られる．また，山脇・遠藤（2011）の研究では，
組織キャンプが，児童の社会性の育成，人間関係
の構築に有効であることを示している． 
そこで本研究では，親子キャンプが参加親子の

親子関係にどのような変容を及ぼすのかを明らか
にすることを目的とする． 
2． 研究方法 
【参加者】2014年8月13日から17日に1泊2
日（×4回）で行なわれた，Ｎ自然学校親子キャ
ンプに参加した12家族18名（男性8名，女性
10名）の保護者を対象とした． 
【キャンプの概要】キャンプは，築130年の施
設を利用して行った．プログラムには，自由選
択プログラムとして，ツリークライミングや魚
つかみなど6つが用意され，それぞれの家族が
自由にプログラムを選択して行うものや，ダッ
チオーブンを使用した野外炊事などが行われ
た．また，親子で過ごすことを目的としている
ため家族単位での活動が中心であった． 
【アンケート調査】西田（2002）が作成した母子
関係尺度を参考に「危険・困難」（3項目），「理解」
（4項目），「信頼・承認」（3項目），「日常生活」
（4項目）の4因子，15項目からなる親子関係尺
度を筆者が作成し，キャンプ前（pre），キャンプ
後（post1），キャンプ終了1か月後（post2）の
計3回調査を行った．また，post1，post2では記
述式調査も行った． 
3．結果と考察 
１）参加者の親子関係の変容 
キャンプ前後における親子関係得点において，

ｔ検定を行った結果，有意な向上がみられた．因
子別では，危険・困難因子得点において有意な向
上がみられた（表1）． 
 

p<.001，p<.05，n.s. 
この結果から，キャンプ経験は，親子関係に良

い影響を与えることが明らかになった．また，親
子で共に困難な経験に取り組むことが効果的であ
ることがわかった． 
 

２）父親・母親別の親子関係の変容 
 キャンプ前後における父親・母親別での親子関
係得点において，調査時期と性別を要因とする2
要因の分散分析を行ったところ，主効果において
有意差がみられ（時期：f（1，16）＝9.24，p<.01），
多重比較を行った結果，父親のpre-post1間にお
いて5％水準で有意な向上がみられた（f（1，16）
＝8.48，p<.05）．また，理解因子において，調査
時期と性別を要因とする2要因の分散分析を行っ
たところ，主効果，交互作用共に有意な差がみら
れ（時期：f（1，16）＝4.36，p<.05），（時期＊
性別：f（1，16）=5.48，p<.05），多重比較を
行った結果，主効果（時期）では，父親の
pre-post1間において5％水準で有意な向上が
みられた（f（1，16）＝8.38，p<.05）．交互作
用（時期＊性別）では，preの父親・母親間に
おいて5％水準で有意な差がみられた（f（1，
16）=1.95，p<.05）（図1）． 

    ＊p<.05 
 

この結果から，キャンプ経験は父親に，より効果
的であることが明らかになった．その要因として， 
父親は，普段働きに出ていることが多いと考えら
れ，母親に比べ，子どもと過ごす時間が少ない．
そのため，キャンプで普段の生活よりも，親子で
深い関わりをもつことができたという経験が，子
どもへの理解へと繋がったと考えられる． 
4．まとめ 
 本研究の結果から，キャンプという場で普段の
生活とは異なった体験を，親子で一緒に経験する
ことは，親子関係にポジティブな影響を与えるこ
とが明らかになった．特に，父親において効果的
であることがわかった． 
 本研究では，対象となる子ども，1ヶ月後デー
タを回収できた人数が少なく，統計にかけること
ができなかった．しかし，今後さらなる理解のた
めに，子ども側から見た親子関係や日常に戻っ
てからの親子関係の変容を検討する必要があ
る．また，キャンプの期間や，プログラムの内
容と親子関係の関連についても検討する必要
がある．  
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pre post1 t検定

t値
親子関係 37.78(4.10) 39.28(4.16) 2.85*

危険・困難 11.50（1.62） 13.83（1.17） 5.34***

理解 13.44（2.64） 14.17（2.33） 1.64n.s.

信頼・承認 12.83（1.47） 13.11（1.28） 1.32n.s.
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